
　　　　　　第36回 中四国精神保健福祉士大会 広島大会

　精神保健福祉士が国家資格となって20年が経過しました。年々実践の場は拡大し、加えて法
制度や施策の改定等によって、精神保健福祉士に求められる役割や期待も増してきています。
　これまで中四国大会広島大会では「かかわり」をテーマに据え、開催してきました。その中で、

「PSWの実践」の根幹には、クライエントとの「かかわり」が存在し、日々の業務で「かかわり」
を意識した実践の積み重ねが、最も大切であることを確認してきました。
　しかし、法的な枠組みに組み込まれた業務の遂行が最優先される傾向が加速してしまい、そ
の業務のみがPSWの実践として内外問わず認識されている感も否めない現状があります。先達
のPSW が追い求め、築き上げ、大切にしてきた「かかわり」やアイデンティティは、国家資
格化後どのように変化し、引き継がれてきているのでしょうか。専門職たる精神保健福祉士に
とって、単なる世代間格差や経験年数だけでは済まされない『PSWとしてのかかわり』の認識
が、継承され実践されているとは言い難い現状にあります。
　私たち精神保健福祉士は業務に追われる中で、かかわりを基盤にした実践ができているのか、
改めて考えていく必要があると思います。加えてこのような現状の中で「PSW」から「MHSW」
への名称変更や精神保健福祉士の養成課程の再考が検討されている現在、今大会では『PSWと
してのかかわり』を再確認し、これからの精神保健福祉士として見据えていくべき未来と取り
組む姿勢について再考する機会にしたいと考えています。　今後、私たち自身がソーシャルワー
クの専門職として、精神保健福祉分野において“実践”を積み重ねていく。

そんな未来を一緒に探っていきませんか。

[主 催]　広島県精神保健福祉士協会・第36回 中四国精神保健福祉士大会実行委員会

広島県

  精神保健福祉士とは…
　1997年に誕生した精神保健福祉領域のソーシャルワーカーの国家資格です。特に、わが国では、たまたまこころの病を負ったこ
とで、さまざまな障害を抱えた人々（精神障害者）に対する社会復帰や社会参加支援の取り組みは、先進諸国の中で制度的に著し
く立ち遅れた状況が長年続いていました。近年になり、関係法の改正などにより、ようやく精神障害者も私たちと同じ一市民とし
て地域社会で暮らすための基盤整備が図られることとなりました。
　精神保健福祉士は、精神科ソーシャルワーカー（PSW:PsychiatricSocial Worker）という名称で1950年代より精神科医療機関
を中心に医療チームの一員として導入された歴史のある専門職です。社会福祉学を学問的基盤として、精神障害者の抱える生活問
題や社会問題の解決のための援助や、社会参加に向けての支援活動を通して、その人らしいライフスタイルの獲得を目標としてい
ます。 （公益社団法人日本精神保健福祉士協会公式ホームページhttp://www.japsw.or.jp/index.htmより一部抜粋）

参加費

会　　員…4,000円

非  会  員…5,000円

学　　生…2,000円

懇親会費…4,000円
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※初日のみオンデマンドで
配信予定（日程未定）

　2021（令和3）年

10/23土
・24日

　 《9:00 受付開始》
10:00 ～ 16:30

《9:00 受付開始》
10:00 ～ 12:10
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大　会　日　程

9:00 Zoom 受付開始
9:45 開会式

10:00 基調講演　「かかわりの再考」
　　　　　　講 師：井上　牧子 氏（目白大学　人間学部人間福祉学科　教授）

11:30 昼休憩

13:00

シンポジウム『「かかわること」と向き合い、深める～仲間に向けたメッセージ～（仮）』
コーディネーター：吉川　公章 氏（松山東雲女子大学　特任教授）
シ ン ポ ジ ス ト：廣江　　仁 氏（鳥取県　社会福祉法人　養和会　理事長）
　　　　　　　　　小谷　尚子 氏（徳島県　徳島県立中央病院）
　　　　　　　　　的場　律子 氏（山口県　医療法人社団福寿会　福永病院）

15:00 休　憩
15:30 質疑応答

16:00 総　括　柏木　昭 氏
　　　　　（公社）日本精神保健福祉士協会名誉会長・聖学院大学名誉教授

16:30 シンポジウム終了
17:30 オンライン懇親会
19:30 1日目終了

9:00 Zoom受付開始
9:45 オリエンテーション

10:00

12:00

分科会①　「PSWの倫理について広島の取り組みから考える（仮）」
　　　　　　発表者：広島県精神保健福祉士協会  倫理部会

分科会②　「災害（コロナ）における支援について（仮）」
　　　　　　話題提供者：調整中

分科会③　「若手によるシンポジウム～葛藤・悩みを明日への力へつなげよう～（仮）」
　　　　　　話題提供者：広島県内若手の中から調整中
各分科会でグループワーク（ブレイクアウトセッション）を行います。
分科会終了

12:05 閉会式
12:10 大会終了

1日目

 第36回 中四国精神保健福祉士大会 広島大会 事務局
〒725-0012　広島県竹原市下野町650番地　医療法人社団恵宣会　竹原病院
TEL（0846）22－0963　　FAX（0846）22－9675

お問合せ

　　　　※当日ライブ配信のみ2日目
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